
清

末

騨

停

の

資

料

大
分
ま
え
に
買
い
集
め
て
お
い
た
反
故
の
な
か
に
、

一
枚
の
印
封

と
そ
れ
に
附
随
し
た
排
皐
と
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
人
文
地
理
皐
舎
の

例
曾
(
昭
和
三
八
年
二
月
〉

で
、
こ
れ
を
示
し
て
清
代
に
お
け
る
官
文

書
迭
達
の
貫
際
に
つ
き
話
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
記
憶
の
消
失
し
な

い
う
ち
に
書
き
と
ど
め
て
お
こ
う
と
お
も
う
。

清
代
、
官
文
書
を
遁
迭
す
る
に
は
一
定
の
法
則
が
あ
っ
て
、
そ
の

種
類
に
庭
じ
、
歩
役
に
よ

っ
て
舗
遁
さ
せ
る
も
の
と
、
騎
馬
に
よ
っ

て
騨
遁
さ
せ
る
も
の
と
の
別
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
、
全
園
に
く

ま
な
く
郵
舗
と
騨
砧
と
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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光
緒
の
「
大
清
曾
典
」
(
省
五
一
兵
部
〉
に
よ
る
と
、
官
文
書
を
騨
遁

す
る
に
は
三
つ
の
方
式
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
穂
督
、
巡
撫
、

日

比

野

丈

夫

布
政
使
、
按
察
使
あ
る
い
は
将
軍
、
都
統
、
提
督
、
穂
兵
な
ど
、
地

方
駐
在
の
文
武
大
官
が
直
接
天
子
に
奏
上
し
た
り
、
ま
た
中
央
政
府

か
ら
天
子
の
旨
を
受
け
て
か
れ
ら
に
機
密
書
類
を
交
付
し
た
り
す
る

。。

ば
あ
い
に
、
特
定
の
文
書
箱
を
用
い
る
も
の
で
、
こ
れ
を
報
匝
と
稀

し
、
各
自
に
専
用
の
鍵
が
わ
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
は
、
こ
れ
ら

の
地
方
大
官
が
ま
だ
報
匝
を
下
賜
さ
れ
て
い
な
い
ば
あ
い
の
方
式

で
、
爽
板
と
稽
す
る
一
定
の
大
き
さ
の
板
二
枚
の
聞
に
上
奏
文
を
は

さ
み
、
紙
で
封
じ
た
う
え
官
印
を
お
し
、

さ
ら
に
外
か
ら
黄
色
の
綾

で
包
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
中
央
か
ら
緊
急
文
書
を
か
れ
ら
に
交
付
す

る
の
に
も
、

や
は
り
こ
の
方
式
に
よ
っ
た
。
そ
の
三
は
、
緊
急
書
類

を
地
方
官
臆
か
ら
中
央
へ
さ
し
出
し
た
り
、
地
方
官
鹿
間
で
互
い
に

や
り
と
り
す
る
と
き
に
、
印
封
と
い
う
棉
紙
の
裏
う
ち
を
し
た
封
筒

を
用
い
る
の
こ
れ
も
大
き
き
ゃ
様
式
が
き
ま

っ
て
い
て
、
書
類
を
入
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れ
封
を
し
た
上
か
ら
官
印
を
お
す
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
遁
迭
を
確
買
に
行
な
い
遅
延
を
防
ぐ
た
め
に
、
火
票
ま

た
は
排
撃
と
い
う
も
の
を
添
附
す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
火

票
と
は
中
央
か
ら
地
方
に
文
書
を
迭
る
ば
あ
い
に
限
り
、
郵
騨
を
管

轄
す
る
兵
部
か
ら
出
す
も
の
で
、
途
中
の
各
騨
で
は
文
書
と
と
も
に

受
け
と
り
、
こ
れ
に
到
着
時
刻
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
て
つ
ぎ
つ

ぎ
に
わ
た
し
て
行
く
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
排
単
と
は
地
方
か
ら
中
央

へ
、
あ
る
い
は
地
方
の
間
で
互
い
に
文
書
を
出
す
ば
あ
い
に
、
初
め

か
ら
貼
付
し
て
お
き
、
途
中
の
各
騨
で
そ
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
火
票
は
文
書
を
受
け
と

っ
た
官
聴
か
ら
、
す
ぐ
兵

部
に
返
迭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
排
畢
は
最
後
に
到
達
し
た
官

臆
に
保
存
し
て
、

の
ち
に
問
題
が
生
じ
た
と
き
の
読
嬢
と
し
た
。

上下35C1/1，

官
文
書
を
騨
遁
す
る
さ
い
の
程
限
は
、

ふ
つ
う
一
日
三
百
里
で
あ

る
。
緊
急
の
も
の
は
四
百
里
か
ら
六
百
里
ま
で
許
さ
れ
る
が
、
い
ず

れ
の
ば
あ
い
に
も
そ
れ
を
火
票
ま
お
は
排
車
の
上
に
明
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
途
中
の
騨
で
は
そ
の
遅
速
の
程
度
に
従
っ
て
、
、
遁
迭

を
行
な
う
。
こ
の
さ
い
火
票
や
排
車
に
文
書
が
到
着
し
た
日
時
、
場

所
を
記
入
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
騨
の
原
簿
に
も
そ
の
臼
時
と
、
ど

の
役
所
か
ら
の
文
書
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
記
録
し
て
お
く
の
で

あ
る
。」

こ
に
示
し
た
封
印
は
、
表
に
は
大
字
で
五
行
に
わ
た
り
、

β
h
u
 
。。

つ
ぎ

の
よ
う
に
印
刷
し
て
あ
る
。

内
封
緊
急

公
文
仰
沿
途
開
馬
場
分
雨
夜
飛
遁
告
投

勢
得
遅
延
擦
損
致
干
査
究
不
貸

臨
投
不
去
外
口

」
の
う
ち
第
二
行
自
の
閉
馬
と
第
五
行
自
の
不
の
三
字
は
、
も
と
も

と
空
白
の
と
こ
ろ
に
墨
で
填
書
し
た
も
の
。
第
一
行
の
上
部
に
は
、
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~'""極

排箪は中央で折って印封

書L.t.

左は印封の裏 その向って右端に排箪が姑布してある

を包む役目をもする 上下38cJn， 左右48cm

「
欽
命
提
督
軍
門
組
統
卓
勝
馬
歩
全
軍
鐙
借
額
巴
圃
魯
金
」
と
い
う

墨
印
を
お
し
、
中
央
の
「
告
投
」
の
上
に
は
、
「
欽
加
布
政
使
街
糟

理
安
徽
征
防
各
軍
行
管
根
台
候
補
道
陸
間
」
と
墨
書
す
る
。
前
者
が

護
信
人
、
後
者
が
宛
名
人
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
五

行
自
の
上
部
に
「
飛
速
」
と
あ
る
の
は
、
設
信
人
が
朱
書
し
た
も
の

で
あ
る
。

一
裏
に
は
四
行
に

自
柴
金
行
管
護

内
乙
件

-87-

同
治
拾
年
十
一
月
初
捌
日
巴
時

限
陸
日
綴

と
あ
り
、
柴
金
行
皆
、

十
一
の
諸
字
は
墨
書
、

初
捌
、

拾

乙、

巴
、
陸
の
四
字
は
朱
書
す
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
は
軍
事
緊
急
の
さ
い
に
お
け
る
重
要
文
書
を
、

日
六
百
里
の
最
大
程
限
を
も
っ
て
遁
迭
し
た
と
き
に
用
い
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
卓
勝
軍
と
い
う
の
は
湘
寧
か
ら
分
か
れ
た
も

の
で
、
太
卒
天
園
の
残
黛
や
捻
匿
の
討
伐
に
功
績
を
立
て
、
同
治
十

年
の
こ
ろ
は
、
お
り
か
ら
西
北
方
面
の
軍
隊
に
封
す
る
線
飼
職
迭
路

を
維
持
す
る
た
め
、
後
套
地
方
に
駐
屯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
同
拾
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貫
録
」
(
笠
ニ
一
一
)

に
よ
る
と
、
同
治
十
年
五
月
辛
丑
の
僚
、
軍
機

大
臣
に
射
す
る
上
誌
の
中
に
、
烏
刑
特
旗
の
境
内
に
鼠
入
し
た
回
匪

を
掃
蕩
す
ベ
く
、
纏
金
に
駐
屯
し
て
い
る
卓
勝
替
に
出
動
さ
せ
る
よ

ぅ
、
左
宗
裳
ら
に
急
報
せ
よ
と
み
え
る
。

つ
い
で
七
月
丙
申
の
篠

(
谷
=
二
五
)

の
上
識
に
は
、
提
督
金
運
昌
が
賊
匪
討
伐
に
非
常
な

戦
果
を
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
卓
勝
替
の
殊
勲
者
の
名
を
報

告
さ
せ
る
よ
う
に
と
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
卓
勝
軍
を
ひ
き
い
て

い
た
の
は
提
督
の
金
運
昌
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
あ
げ
た
印
封
に
み
え

る
護
信
人
の
金
こ
そ
、
こ
の
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

工
っ
こ
。

ナ

'
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金
運
昌
は
「
清
史
稿
」
(
列
仰
省
二
四
二
〉
に
列
俸
が
あ
る
。
安
徽
の

好
胎
鯨
の
人
で
幼
少
に
し
て
孤
児
と
な
り
、
太
卒
天
闘
の
戦
争
中
、
総

丘
ハ
郭
質
昌
と
い
う
も
の
の
母
曹
氏
に
養
な
わ
れ
て
郭
姓
を
稿
し
た
。

長
ず
る
に
お
よ
び
郭
賓
昌
に
従
っ
て
太
卒
天
園
や
捻
匪
の
討
伐
を
行

な
い
、
守
備
か
ら
遊
撃
に
進
む
と
と
も
に
、
河
防
の
功
に
よ

っ
て
勉

勇
巴
園
魯
の
腕
を
賜
わ
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
畿
南
の
賊
を
卒
定
し

て
組
兵
に
抜
擢
さ
れ
、
鐙
倍
額
巴
圃
魯
の
蹴
を
賜
わ
っ
た
が
、
西
捻

が
卒
定
し
た
と
き
提
督
に
準
み
、
も
と
の
金
姓
を
稽
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
同
治
七
年
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
金
運
昌
の
義
兄
と
も
い
う
べ
き
郭
賓
回
目
も
、

稿
」
(
列
停
車
甘
一
一
一
五
)
に
列
俸
が
あ
っ
て
、

や
は
り

「
清
史

つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。

安
徽
の
鳳
陽
の
人
で
、
臨
准
軍
に
投
じ
て
し
ば
し
ば
功
を
立
て
た
が
、

の
ち
陳
園
瑞
の
楚
勝
軍
に
改
属
さ
れ
た
っ
威
豊
十
一
年
か
ら
陳
園
瑞

に
従
い
江
蘇
、
安
徽
に
柿
開
戦
し
て
、
捻
匪
討
伐
に
勇
名
を
馳
せ
、
同

治
二
年
に
は
記
名
組
兵
に
準
み
、
提
督
街
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
翌

年
、
陳
園
瑞
は
借
格
林
泌
の
命
を
受
け
て
湖
北
の
捻
匪
討
伐
の
麿
援

に
行
く
が
、
期
限
に
遅
れ
た
た
め
慮
罰
さ
れ
、
そ
の
部
隊
の
一
部
は

郭
賓
昌
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
卓
勝
軍
が
成
立
し
た
。
以

後
、
卓
勝
軍
は
安
徽
の
兵
士
を
募
集
し
た
の
で
、
准
軍
の
中
に
数
え
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ら
れ
る
。
ち
な
み
に
陳
園
瑞
の
列
停
も
「
清
史
稿
」
(
列
停
警
ご
五
)

に
の
っ
て
い
る
。

き
て
、
郭
費
昌
は
同
治
四
年
か
ら
倫
格
林
泌
に
従
っ
て
湖
北
、
河

南
に
戦
い
、
功
に
よ

っ
て
記
名
提
督
と
な
っ
た
が
、
山
東
の
曹
州
で

信
格
林
泌
が
戦
死
し
た
と
き
、
こ
れ
を
救
護
で
き
な
か

っ
た
責
任
を

問
わ
れ
、
革
職
の
う
え
新
彊
に
遁
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
年
に
は

曾
園
藩
ら
の
奏
請
に
よ
っ
て
護
遣
を
菟
除
さ
れ
、
留
営
効
力
の
身
と

な
っ
て
、
翌
年
か
ら
快
西
の
回
匪
討
伐
に
従
事
す
る
。

や
が
て
、
功

に
よ
っ
て
原
官
に
復
し
、
経
徳
州
を
奪
回
し
た
功
を
も
っ
て
、
安
徽



書
春
銀
総
兵
を
授
け
ら
れ
た
。
七
年
に
は
畿
輔
に
侵
入
し
た
捻
匿
の

討
伐
に
急
行
し
、
こ
れ
を
追
っ
て
河
南
に
轄
じ
た
が
、
賊
に
不
意
を

襲
わ
れ
重
傷
を
受
け
た
。

つ
い
で
、
左
宗
裳
に
従
っ
て
快
西
の
回
臣

掃
蕩
を
命
ぜ
ら
れ
、

八
年
、
傷
が
癒
え
る
と
と
も
に
任
に
赴
く
こ
と

に
な
る
。
や
が
て
回
匪
が
東
に
向
う
と
、
山
西
に
轄
じ
て
黄
河
の
防

備
に
あ
た
り
、
翌
年
に
は
河
西
に
討
っ
て
出
て
そ
の
地
の
土
匠
を
卒

定
し
た
。
十
年
に
入

っ
て
初
め
て
蕎
春
鎖
に
赴
任
し
た
・
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
任
に
あ
る
こ
と
前
後
三
十
年
に
わ
た
っ
た
と
あ
る
。

一
方
、
金
運
昌
は
ど
う
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
同
治
七
年
、
郭

賓
昌
が
傷
の
療
養
の
た
め
休
暇
を
輿
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
問
、
代
っ

て
軍
を
指
揮
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
山
東
の
捻
匪
討
伐
に
従
事
し

た
。
翌
年
に
は
い
っ
た
ん
よ
く
な
っ
て
い
た
郭
賓
昌
の
傷
が
ま
た
悪

化
し
た
の
で
、
金
運
昌
は
再
び
卓
勝
軍
を
ひ
き
い
て
綬
徳
地
方
か
ら

西
へ
定
法
皆
、
花
馬
池
ま
で
前
進
し
た
ら
し
い
。
「
同
治
貫
録
」
(
容

六
八
)
、
同
治
八
年
十
月
壬
寅
の
上
誌
に
よ
る
と
、

も
は
や
郭
賓
昌

は
傷
も
癒
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
山
西
に
赴
き
賊
が
黄
河
を
渡
っ
て

く
る
の
を
防
禦
さ
せ
る
よ
う
、
左
宗
裳
に
指
示
せ
よ
と
あ
る
。
左
宗

裳
は
こ
れ
に
封
し
、
郭
賓
昌
は
勇
猛
で
あ
る
が
、
紀
律
に
歓
け
、
金
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運
昌
は
撲
買
で
あ
る
が
英
鋭
の
気
に
乏
し
い
と
お
の
お
の
の
特
徴
を

あ
げ
、
こ
の
商
人
相
協
力
し
て
回
匿
の
討
伐
に
嘗
ら
せ
れ
ば
も
っ
と

も
適
嘗
で
あ
る
と
奏
上
し
た
が
、

許
さ
れ
な
か
っ
た
〈
左
文
褒
公
奏

稿
省
三
三
、
郭
費
昌
可
否
無
庸
折
田
山
西
片
)
。

金
運
昌
は
そ
の
の
ち
湘

軍
と
提
携
し
て
快
西
の
北
部
で
回
匠
と
戦
い
、
同
治
九
年
に
は
一
時

孤
立
し
て
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
翌
十
年
に

は
寧
夏
方
面
も
鎮
定
さ
れ
、
そ
の
年
の
四
、

五
月
の
交
に
は
纏
金
に

移
駐
し
た
の
で
あ
っ
た
。

纏
金
と
は
後
套
部
の
西
方
、
今
日
の
内
蒙
古
自
治
匿
の
臨
河
牒
の

地
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
は
快
西
の
北
部
に
回
匪
が
反
凱
を

起
こ
し
て
い
ら
い
、
征
討
軍
に
封
し
て
内
地
か
ら
線
制
を
轍
迭
す
る

-89-

要
衝
で
あ
っ
た
。
同
治
十
年
に
は
ロ
シ
ア
と
の
聞
に
伊
惣
事
件
が
お

こ
っ
た
の
で
職
迭
事
務
は
ま
す
ま
す
頻
繁
と
な
り
、

ま
た
快
西
か
ら

潰
走
し
た
回
匪
が
烏
刑
特
旗
に
逃
げ
こ
む
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
必
要
か
ら
卓
勝
軍
は
纏
金
に
駐
屯
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
と
み
え
る
。

も
と
に
も
ど
っ
て
印
封
を
み
る
と
、
表
に
は
右
下
と
左
上
に
大
き

な
朱
印
が
あ
っ
て
、

「
糟
統
西
征
捻
逆
記
名
提
督
安
徽
蕎
春
鎮
撫
兵

之
開
防
」
と
讃
ま
れ
る
。
こ
の
印
は
裏
に
も
一
箇
所
、
排
皐
を
貼
り

つ
け
た
と
こ
ろ
と
排
車
の
上
に
も
各
一
箇
所
お
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
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に
記
し
た
よ
う
に
欝
春
銀
総
兵
で
あ
っ
た
の
は
郭
賓
昌
で
あ
る
が
、

こ
の
閥
防
印
を
金
運
昌
が
用
い
て
い

る
の
は
義
兄
に
代
っ

て
卓
勝
軍

を
ひ
き
い
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
排
車
の
最
初
の
行
に
は
や
は
り
「
欽
命
提
督
軍
門
統
領
卓

勝
管
馬
歩
全
軍
鐙
償
額
巴
園
魯
」

「
金
」
と
記
す
。
そ
の
下
か
ら
次
行
に
か
け
て

「
矯
緊
急
公
務
事
照

の
墨
印
、

そ
の
下
に
は
墨
書
で

得
本
軍
門
誕
遁
」、

第
三
行
目
か
ら
五
行
自
に
は
、

「安
徽
征
防
各

軍
行
管
線
台
陸

公
文
萱
角
事
関
緊
要
仰
沿
途
経
過
州
鯨
騨
砧
官
吏

査
照
所
開
角
件
数
日
遁
到
時
刻
按
砧
逐
一
註
明
刻
即
選
汲
的
役
馬
夫

武
名
星
馳
飛
迭
限
日
行
陸
百
里
按
砧
投
遁
不
得
片
刻
遅
誤
須
至
排
皐

者
」
と
あ
る。

「安
徽
征
防
各
軍
行
管
娘
台
陸
」

こ
の
う
ち

は
墨

書
、
日
行
陸
百
里
の
「
陸
L

は
朱
書
、
他
は
印
刷
で
、
最
後
に
ま
た

「
速
行
」
と
朱
書
し
て
い
る
。

さ
ら
に

「
右
牌
仰
経
過
沿
途
州
豚
騨
砧
准
此
」
と
印
刷
し
、

治
拾
年
十
一
月
初
捌
日
巳
時
自
柴
金
行
皆
護
」
と
あ
る
。
拾
、

一
、
柴
金
行
替
の
各
字
は
墨
書
、
初
捌
、
巳
の
三
字
は
朱
書
す
る
。

最
後
に
「
提
督
軍
門
」
の
大
字
墨
印
、
そ
の
下
に
行
と
朱
書
し
、
左

下
隅
に
「
限
陸
自
徹
」
と
印
刷
し
、
陸
の
字
だ
け
朱
書
し
て
あ
る
。

公
文
を
受
け
と

っ
た
騨
ん
べ
で
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
、
年
月
日
時
刻
と

騨
名
と
を
記
入
す
る
。

同
治
十
年
十
一
月
初
八
日
申
時
下
刻
到
天
士
口
泰
騨

同
治
十
年
十
一
月
初
八
日
亥
時
下
刻
到
曹
喜
元
騨

同
治
十
月
十
一
月
初
九
日
申
時

到
阜
恒
輿
騨

同
治
十
年
十

一
月
初
十
日
子
時

到
達
頼
津
知
小
騨

同
治
十
年
十
一
月
初
十
日
卯
時
下
刻
到
大
余
太
騨

同
治
十
年
十
一
月
初
十
日
巴
時
下
刻
到
台
梁

同
治
十
年
十
一
月
初
十
日
未
時
下
刻
到
河
臨

同
治
十
年
十
一
月
初
十
日
戊
時
下
刻
到
沙
県

騨
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騨騨

同
治
十
年
十
一
月
十
一
日
辰
時
下
刻
到
包
頭

騨

同
治
十
年
十
一
月
十
一
日
未
時
下
刻
到
薩
技
湾
騨

同
治
十
年
十
一
月
十
一
日
亥
時
下
刻
到
討
速
挽
騨

-， 
同

同
治
十
年
十
一
月
十
二
日
未
時
末
刻
到
開
化

同
治
十
年
十
一
月
十
二
日
申
時
末
刻
到
什
技
烏
素
騨
騨

十

同
治
十
年
十
一
月
十
二
日
成
時
七
刻
到
和
林

騨

同
治
十
年
十
一
月
十
三
日
午
時
七
刻
到
右
玉

同
治
、
年
、
月
、
日
、
時
、
刻
到
、
騨
の
各
字
は
印
刷
で
あ
る
。

騨



以
下
、
右
玉
よ
り
の
ち
は
、
卒
魯
師
師
、
朔
卒
府
、
代
州
、
肝
州
、
太

原
府
、
徐
溝
瞬
、
泌
州
、

屯
留
鯨
、

裏
垣
鯨
、

高
卒
幌
、

津
州
府

等、

山
西
省
各
地
の
騨
を
へ
て
河
南
省
に
入
る
。

そ
れ
か
ら
懐
慶

府
、
武
捗
服
、
鄭
州
、
開
封
府
、

杷
鯨
、

夏
邑

開
徳
府
、

将
、
永
城
鯨
、
安
徽
省
に
入
っ
て
宿
州
の
各
騨
を
通
過
し
て
安
慶
府

惟
州
、

に
達
す
る
。
排
阜
の
記
入
欄
に
除
白
が
な
く
な
っ
た
あ
と
は
、
印
封

の
裏
の
空
白
の
と
こ
ろ
に
適
宜
記
入
し
て
い
る
。
最
後
に
「
同
治
十

年
十
二
月
初
試
日
酉
時
未
刻
到
練
樟
騨
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
慶

府
懐
寧
豚
の
一
つ
前
の
騨
で
あ
る
。

宛
名
人
の
陸
某
は
陸
遁
普
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

光
緒
寸
安
徽
通

志
」
巻
頭
の
重
修
職
名
の
欄
、
協
理
の
僚
に
、

「
布
政
使
街
前
署
安

徽
安
庫
総
和
兵
備
遁
即
補
遁
」

同
じ
く
(
各
三
五
〉
文
職

と
あ
り
、

表
の
同
治
九
年
の
僚
に
、
「
震
津
人
、
監
生
、
署
安
瞳
総
和
兵
備
遁
」

と
み
え
る
人
で
あ
る
。
こ
の
人
は
同
治
十
年
の
こ
ろ
は
安
徽
征
防
各

軍
行
管
娘
葦
と
し
て
、
安
慶
に
い
た
に
相
違
な
い
。

さ
て

」
の
公
文
は
日
行
六
百
里

日
限
六
日
と
排
単
に
明
記
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
一
月
八
日
に
柴
金
の
行
管
を
出
て

か
ら
十
二
月
二
日
に
安
慶
に
つ
く
ま
で
二
十
四
日
を
要
し
て
い
る。
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こ
と
に
合
黙
が
い
か
ぬ
の
は
、
十
一
月
十
三
日
に
卒
魯
騨
に
つ
い
て

か
ら
十
六
日
に
朔
州
の
井
坪
騨
に
つ
く
ま
で
二
日
の
空
白
が
あ
る
こ

と
、
二
十
八
日
に
宿
州
の
大
庖
騨
に
つ
い
て
か
ら
十
二
月
二
日
に
懐

寧
鯨
の
練
葎
騨
に
つ
く
ま
で
三
日
の
空
白
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前

者
の
卒
魯
、
井
坪
聞
は
一
騨
の
距
離
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
公
文
は
卒

魯
で
三
日
ほ
ど
停
滞
し
て
い
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後

者
の
大
臣
、
練
浬
聞
は
安
徽
省
を
縦
断
す
る
相
嘗
の
距
離
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
三
日
閉
ま
っ
た
く
記
入
が
紋
け
て
い
る
の
は
、
途
中
の
騨

で
こ
れ
を
怠
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
毎

日
の
行
程
は
ま
ち
ま
ち
で
、

と
う
て
い
一
日
六
百
里
の
程
限
通
り
遁
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注
さ
れ
た
形
迩
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
清
末
の
騨
制
が
す
こ
ぶ
る
凱

れ
て
い
た
こ
と
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。
太
卒
天
国
に
績
い
て
頻
護

し
た
内
蹴
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
こ
の
公
文
は
柴
金
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
護
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
震
音
か
ら
い
っ
て
纏
金
と
同
一
地
を
さ
す
に
相
違
な
い
。

い
っ
た
い
纏
金
か
ら
蹄
化
城
方
面
へ
の
騨
拍
は
、
同
治
九
年
に
新
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
欽
定
卒
定
快
甘
新
彊
回
匪
方
略
」
〈
倉
一
一
一
一

二
〉
同
治
九
年
六
月
一
日
の
僚
、
緩
遠
賂
軍
定
安
の
奏
文
に
よ
れ
ば

つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。
快
西
の
北
部
で
回
匠
討
伐
に
従
事
し
て
い

る
軍
隊
に
糧
食
、
弾
薬
を
補
給
す
る
の
に
、
信
仰
(
化
城
〉
綬
ハ
遠
V
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経
由
に
改
め
ら
れ
て
か
ら
、
和
林
格
爾
、
蹄
化
城
、
薩
桂
宵
三
聴
で

は
に
わ
か
に
過
重
し
た
負
捨
に
た
え
き
れ
な
く
な
っ
た
。
も
と
も
と

蹄
艇
と
寧
夏
、
霊
州
聞
は
官
塘
騨
路
で
は
な
く
、
こ
と
に
薩
投
湾
は

管
轄
区
域
が
贋
い
。
寧
夏
方
面
(
笛
時
は
甘
粛
所
属
〉
は
戦
凱
中
な
の

で
、
山
西
省
(
薩
技
湾
は
山
西
所
属
)
だ
け
で
は
な
く
甘
粛
省
に
入
つ

て
か
ら
の
職
迭
を
も
受
け
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
薩
並
費
所
属
の
包
頭

以
西

黄
河
以
北
の
轍
迭
路
は
烏
刷
特
三
公
旗
の
遊
牧
地
で
あ
る

が
、
現
在
は
賊
匿
の
掠
奪
を
受
け
て
貧
困
の
極
に
あ
る
。
従
っ
て
、

職
迭
路
を
維
持
す
る
た
め
、
包
頭
か
ら
西
、
沙
金
括
海
に
い
た
る
ま

で
の
聞
に
車
馬
局
を
設
け
た
い
。
薩
技
斉
聴
が
職
迭
を
分
捲
す
る
巨

域
は
ま
ず
蓋
梁
ま
で
と
し
、
そ
れ
か
ら
西
は
山
西
、
映
西
、
甘
粛

省
で
お
の
お
の
車
馬
総
局
を
設
け
、
そ
の
分
携
を
三
分
す
れ
ば
よ
い

で
あ
ろ
う
。
第
一
段
は
蓋
梁
に
山
西
総
局
、
第
二
段
は
纏
金
に
映
西

総
局
、
第
三
段
は
碕
口
に
甘
粛
総
局
を
お
き
、
三
省
か
ら
人
員
を
涯

し
て
慮
理
さ
せ
よ
う
、
と
あ
る
。

そ
の
結
果
、
定
安
の
上
奏
は
裁
可
さ
れ
、
以
上
の
三
地
に
車
馬
局

を
立
て
、
そ
の
聞
に
騨
砧
を
設
け
て
軍
需
品
と
公
文
書
の
遁
迭
を
行

な
わ
せ
た
。

さ
き
の
排
間
半
に
記
さ
れ
た
纏
金
(
柴
金
)

以
東
の
騨
名

が
す
な
わ
ち
そ
の
一
部
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
蹄
化
城
か
ら
東
南
の

騨
名
は
光
緒
の
「
大
清
合
同
典
事
例
」

(
容
六
五
五
J
六
〉
に
も
逐
一
記

さ
れ
て
い
る
が
、
開
化
城
か
ら
以
西
に
つ
い
て
は
他
に
遁
嘗
な
資
料

を
快
い
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
排
車
は
そ
の
騨
名
が
わ
か
る

ば
か
り
で
な
く
、
貿
際
に
そ
れ
を
通
じ
て
公
文
書
の
遁
迭
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
思
う。

四

現
在
の
地
固
に
こ
の
騨
路
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
纏
金
は
臨
河

鯨
、
大
余
太
は
民
園
時
代
の
安
北
設
置
局
で
、
後
套
部
を
黄
河
の
北
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に
そ
っ
て
走
る
自
動
車
路
に
一
致
し
、
こ
れ
に
ほ
と
ん
ど
卒
行
し
て

今
日
で
は
鍛
道
が
通
じ
て
い
る
。

い
ま
の
五
原
鯨
の
も
と
に
な
っ
た

隆
興
長
は
嘗
時
ま
だ
あ
ら
わ
れ
ず
、

」
の
騨
路
に
も
そ

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
、
今
日
こ
の
地
方
の
地
形

は
ず
い
ぶ
ん
襲
わ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
の
ち
後
套
の
水

利
開
設
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
新
し
い
渠
遵
が
う
が
た
れ
た
か
ら
で

あ
る
。纏

金
は
ま
た
蝉
井
と
も
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
む

か
し
こ
の
地
方
に
き
た
漢
人
の
農
民
が
井
戸
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
水

中
か
ら
緑
色
の
蝦
膜
が
あ
ら
わ
れ
た
。

か
れ
ら
は
蝦
換
の
こ
と
を
蝉



と
い
っ
た
の
で
、

そ
の
地
を
蝉
井
と
名
づ
け
た
と
い
う
俸
読
が
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
員
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
蝉
井
も
纏
金
も
同

じ
護
音
で
、
後
者
の
方
が
贋
く
行
な
わ
れ
た
。
柴
金
も
ま
え
に
い
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
地
を
き
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
こ
の
あ
た
り
を

中
心
と
し
て
潅
概
渠
が
聞
か
れ
る
と
、
そ
れ
も
纏
金
渠
と
名
づ
け
ら

れ
た
。
民
園
以
後
、

ー米
構
渠
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
の

臨
河
豚
城
、が
は
た
し
て
嘗
時
の
纏
金
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
近
い
と
こ
ろ
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

し、

つ

た
い
今
日
の
鯨
城
は
も
と
強
油
房
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
、
民
園
に
な

の
ち
鯨
に
昇
格
し
た
の
で
あ

っ
て
初
め
臨
河
設
治
局
が
お
か
れ
、

る
。
清
末
い
ら
い
、
こ
の
地
方
は
地
名
の
饗
動
も
激
し
か
っ
た
ら
し

く
、
地
固
に
も
纏
金
と
い
う
地
名
は
み
ら
れ
ず
、

そ
れ
か
ら
東
に
あ

っ
た
は
ず
の
騨
名
も
、
天
吉
泰
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
ほ
か
、

曹
喜
元
、
阜
恒
輿
な
ど
は
全
く
さ
が
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
と
も
と
後
套
部
は
古
く
か
ら
水
利
施
設
が
よ
け
れ
ば
、
黄
河
上

流
で
は
ま
れ
に
み
る
農
産
の
豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
蒙
古

地
帯
で
あ
る
が
、
清
朝
で
は
漢
人
が
わ
り
あ
い
早
く
か
ら
移
住
し
、
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小
規
模
な
が
ら
黄
河
の
水
を
引
い
て
濯
瓶
を
行
な
っ
て
い
た
。
漢
人

に
よ
る
と
後
套
部
の
開
墾
は
西
方
か
ら
始
ま

っ
た
よ
う
で
、
纏
金
渠

も

そ
の
開
撃
は
す
で
に
道
光
五
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ

る

民
園
「
臨
河
豚
志
」
(
容
中
)
な
ど
を
み
る
と
快
西
の
回
匪
討

伐
が
一
段
落
を
告
げ
た
の
で
、
金
運
昌
の
軍
は
纏
金
に
駐
屯
し
、
そ

こ
で
食
糧
を
現
地
徴
護
し
て
休
養
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地

方
は
掠
奪
同
様
の
被
害
を
受
け
て
疲
弊
し
た
と
記
し
て
い
る
。
卓
勝

寧
は
従
前
か
ら
も
糧
舶
の
不
足
に
悩
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
て
、
金
運

昌
が
娘
蓋
の
陸
廼
普
に
緊
急
文
書
を
逢
っ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の

補
給
を
督
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う。

卓
勝
軍
は
ま
も
な
く
纏
金
を
離
れ
て
包
頭
に
移
駐
す
る
が
、
後
套

の
積
極
的
な
開
設
が
進
む
の
は
、

む
し
ろ
そ
の
の
ち
の
こ
と
で
あ

- 93ー

る
。
兵
士
が
安
徽
の
出
身
者
で
水
利
濯
瓶
に
経
験
の
あ
っ
た
こ
と
も

こ
れ
を
促
進
す
る
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う。

光
緒
に
入
る
と
か
の
王

同
春
の
活
躍
が
始
ま
り
、
か
れ
に
よ

っ
て
聞
か
れ
た
義
和
渠
が
完
成

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
沿
岸
の
隆
輿
長
は
後
套
部
の
中
心
と
な
り
、

つ
い
に
五
原
鯨
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

附
記
諸
問
代
の
廃
遮
制
度
を
全
般
に
研
究
し
よ
う
と
し
て
、
排
躍
と
比
較

す
る
た
め
背
山
定
雄
氏
に
お
願
い
し
て
御
所
蔵
の
兵
部
火
票
、
将
軍
火
票

等
を
潟
異
に
と
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
の
今
回
は
こ
れ
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
将
来
必
ず
そ
の
機
曾
あ
る
こ
と
を
橡
告
し

て
御
穫
の
こ
と
ば
に
代
え
る
。


